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今 号 の 主 な 内 容
12／県老連 新役員挨拶
　3／県老連女性委員会総会
　4／高齢者地域リーダー研修会
　5／24年度 岡山県老人福祉大学
　6／県老連理事会・評議員会
　7／県老連加入率・行事予定
　�／健康…栄養（食生活の基本）
　�／料理…野菜で夏バテ防止料理
　�／情報…たすけ愛講演・交通事故
　�／会員の声

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
新
し
く
「
公
益

財
団
法
人
」
へ
移
行
認
定
を
受
け
、
4
月
1
日
登

記
を
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
県
老
連
事
業
の
一
層

の
充
実
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

広
く
老
人
・
地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
本
会
が
現
在
ま
で

に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
は
、
歴
代
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
、
先
輩
各
位
の
ご
努
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
生
県
老
連
の
会
長
に
不
肖
わ
た

く
し
の
よ
う
な
未
熟
者
が
推
挙
さ
れ
、
当
惑
と
重

責
を
遂
行
で
き
ま
す
か
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。
自

己
紹
介
を
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
と
市
老
連
で
は

平
成
10
年
度
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
平
成
11
年
度
か

ら
常
任
理
事
、
副
会
長
、
会
長
、
通
算
15
年
目
、

県
老
連
は
評
議
員
、
副
会
長
で
通
算
8
年
で
、
老

連
役
員
と
し
て
学
習
途
上
で
す
。
し
か
し
一
旦
お

引
き
受
け
し
た
以
上
微
力
な
が
ら
県
老
連
の
発
展

の
た
め
真
摯
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
各
位
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
県
老
連
は
昭
和
37
年
4
月
に
設
立
以
来

本
年
50
周
年
を
迎
え
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
の
発
展
は
会
員
皆
様
の
ご
尽
力
と
、

県
行
政
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
団
体
の
ご
指
導

ご
支
援
の
賜
も
の
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

私
ど
も
は
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大

運
動
指
針
の
も
と
に
健
康
づ
く
り
、
在
宅
福
祉
を

支
え
る
友
愛
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
活
動

を
展
開
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
担
い
手
の
老
人
ク

ラ
ブ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
地

域
支
え
合
い
活
動
へ
の
取
り
組
み
も
広
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
活
動
に
は
ま

だ
残
さ
れ
た
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
課
題
解
決
に
努
力
す
る
決
意
を
表
明
し
て
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

会
長
　
水
田 

弥
一
郎

就
任
あ
い
さ
つ

鏡野町 奥津温泉 足踏みせんたく　写真提供：岡山県観光連盟

1　2012年（平成 24 年）8月16日 おかやま県老連だより「山紫水明」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　
副 

会 

長

　
山
上 

勤

　

平
成
24
年
５
月
29
日
の
第
１
回

評
議
員
会
に
お
い
て
、
は
か
ら
ず

も
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

浅
学
菲
才
そ
の
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
考

え
ま
す
時
、
幾
多
の
困
難
な
問
題

が
山
積
し
て
お
り
、
長
年
単
位
ク

ラ
ブ
の
運
営
で
苦
労
し
た
こ
と
、

悩
ん
で
き
た
こ
と
等
考
え
、
微
力

な
が
ら
お
引
き
受
け
し
て
粉
骨
砕

身
頑
張
ろ
う
と
決
意
を
固
め
ま
し

た
。

　

地
域
活
動
と
し
て
、
高
齢
者
問

題
は
一
刻
の
猶
予
も
で
き
な
い
緊

急
時
で
あ
り
ま
す
。
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
の
３
大
指
針
の
も
と
活
動
し

て
き
た
今
ま
で
の
活
動
に
加
え
、

介
護
予
防
や
安
全
安
心
生
活
運
動

等
多
方
面
の
活
動
も
目
指
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

創
立
50
周
年
の
大
き
な
節
目
を

向
か
え
、
絶
好
の
前
進
の
時
期
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

先
輩
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
援
助

を
戴
き
な
が
ら
積
極
的
に
地
域
と

か
か
わ
り
一
歩
ず
つ
前
進
ご
期
待

に
答
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
副 

会 

長

松
尾 

武
司

　

ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
は
、
岡

山
県
老
連
の
諸
事
業
に
多
大
な
ご

協
力
を
頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
平

成
24
年
4
月
1
日
か
ら
岡
山
県
老

連
は
公
益
財
団
法
人
に
移
行
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
時
期
に
副

会
長
と
い
う
重
要
な
ポ
ス
ト
を
い

た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
の
県
老
連
重
点
目

標
は
、

一
、�

会
員
加
入
促
進
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り

二
、�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

取
り
組
み

三
、�

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動

の
三
点
で
あ
り
ま
す
。
会
員
皆
様

の
お
知
恵
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

私
事
な
が
ら
8
月
か
ら
後
期
高

齢
者
に
な
り
、
こ
れ
も
一
つ
の
節

目
だ
と
考
え
、
自
分
な
り
に
健
康

に
気
を
つ
け
な
が
ら
活
動
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
新
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
副
会
長
・
女
性
委
員
長

田
村 

満
須
三

　

こ
の
度
、
前
藤
井
女
性
委
員
長

の
後
任
と
し
て
、
就
任
い
た
し
ま

し
た
田
村
満
須
三
と
申
し
ま
す
。

　

前
委
員
長
は
、
知
性
も
気
品
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
に
は

及
び
ま
せ
ん
が
、
お
受
け
し
た
以

上
は
、
私
の
長
い
間
の
民
生
委
員

活
動
で
得
た
、
経
験
を
生
か
し
受

身
で
仕
方
な
く
や
る
の
で
は
な

く
、
積
極
的
に
与
え
ら
れ
た
職
責

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
一

人
で
は
で
き
る
こ
と
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
役
員
さ
ん
、
事
務
局
の

皆
様
の
支
え
を
お
か
り
し
て
、
皆

様
と
共
に
視
野
を
広
げ
女
性
の
地

位
向
上
に
少
し
で
も
お
役
に
た
つ

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
多
く
の
場
所
に
進

ん
で
足
を
運
び
、
体
験
、
経
験
の

中
か
ら
ア
イ
デ
ア
、
知
恵
を
生
み

だ
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
な
活
動
を
も
っ
て
高
齢
化
社

会
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
お
役

に
た
て
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
前
委
員
長
と
変
わ
ら
な

い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
私
の
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
会
長
に
は
、
前
期
に
引
き
続
き

中
西
俊
博
氏
・
山
本
克
彦
氏
が
留

任
し
ま
し
た
。

新役員選出!!
就
任
あ
い
さ
つ

平成24年・25年度

岡山県老人クラブ連合会

役職名 氏　名 市町村

会　　長 水　田　弥一郎 岡山市

副 会 長 山　上　　勤　 岡山市

〃 中　西　俊　博 玉野市

〃 松　尾　武　司 倉敷市

〃 山　本　克　彦 美咲町

〃 田　村　満須三 岡山市

理　　事 森　岡　政　秀 倉敷市

〃 藤　本　　毅　 津山市

〃 多　田　英　雄 総社市

〃 三　宅　安　治 井原市

〃 佐々木　　正　 新見市

〃 井　上　邦　允 備前市

〃 小　林　寿満夫 真庭市

〃 池　田　　篤　 美作市

〃 中　島　慶　治 和気町

常務理事 滝　川　誠　一

監　　事 今　中　慶　一 岡山市

〃 三　村　　勉　 赤磐市

〃 片　山　光　弘 倉敷市

〃 高　橋　重　逸 津山市

〃 小　野　　猛　 全　県

【平成24・25年度 県老連役員名簿】

平成24 年度第一回岡山県老人クラブ連合会理事会（5月16日開催）・評議員会（5月29日開催）において、
平成24 年・25年度の県老連役員が選出されました。

2012年（平成 24 年）8月16日　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



県
老
連
女
性
委
員
会
総
会 

開
催

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
４
月
１
日
か
ら
「
公
益
財
団

法
人　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
と
し
て
新
た
な
体
制
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

政
府
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ

り
全
て
の
社
団
・
財
団
は
25
年
11

月
末
ま
で
に
公
益
社
団
・
財
団
法

人
か
一
般
社
団
・
財
団
法
人
の
い

ず
れ
か
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
県
老
連
は
、

23
年
３
月
の
理
事
・
評
議
員
会
で
、

公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
５
月
の
理
事
・
評
議

員
会
に
お
い
て
新
定
款
の
機
関
決

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

23
年
12
月
に
岡
山
県
に
公
益
認

定
申
請
を
行
い
、
３
月
21
日
に
岡

山
県
知
事
か
ら
公
益
財
団
法
人
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
県
老
連
が
公
益
目
的
事
業
を

行
う
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

法
的
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
公
益
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
団
体
は
、
高
い
公
益
性

を
有
す
る
こ
と
に
加
え
法
が
求
め

る
厳
し
い
財
務
基
準
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
は
、
寄
付
優
遇

税
制
、
利
子
・
配
当
等
の
非
課
税

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
県
老
連
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
新
定
款
の
目
的
で
あ
り
ま
す

老
人
ク
ラ
ブ
の
普
及
と
正
常
な
る

発
展
を
図
り
、
岡
山
県
内
に
居
住

す
る
全
て
の
老
人
の
生
活
を
豊
か

に
し
、
老
人
・
地
域
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
世
代
を

は
じ
め
地
域
社
会
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
の
有
用
性
を
認
め
ら
れ
る
よ
う

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

県
老
連
女
性
委
員
会
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
お
け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
相
互
の
連
絡
調
整
を
は
か
り
、

女
性
組
織
の
充
実
と
女
性
の
活
動

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
以
下
の
こ

と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◎
新
役
員
決
定

　

各
市
町
村
老
連
会
長
等
か
ら
推

薦
さ
れ
た
女
性
委
員
の
中
か
ら
役

員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
女
性
委
員
会

�

活
動
計
画

《
県
ク
ラ
ブ
大
会
で
の
活
動
》

　

10
月
18
日
開
催

県
老
連
創
立
50
周
年
記
念
式
典
の

記
念
品
の
作
成

《
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
》

　

11
月
下
旬
～
12
月
上
旬（
予
定
）

に
県
下
３
会
場
（
岡
山
・
倉
敷
・

津
山
）
で
開
催
予
定

　

講
義
内
容
や
分
散
会
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
検
討
し

ま
し
た
。

《
趣
味
活
動
》

　

折
り
紙
や
小
物
作
り
な
ど
、
委

員
の
希
望
に
よ
る
内
容
の
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
や
子
育
て
支
援
活
動
で

習
得
し
た
技
術
を
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
女
性
会
員
の
活
躍
の
幅
を

広
げ
て
い
く
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

役　　員 女性委員
役職名 市町村 氏　名 地区 市町村 氏　名

委  員  長 岡  山  市 田　村　満須三
岡山市

※ 貞　光　敏　江

副委員長
瀬戸内市 山　本　敬　江 ※ 中　西　嘉津子

総  社  市 森　上　直　子
備
前
地
区

玉  野  市 吉　田　美智子

幹
事

岡山市
川　口　須美子 赤  磐  市 ※ 山　本　雅　恵

※ 鳥　越　幸　子 和  気  町 ※ 竹　内　公　子

備
前

玉  野  市 合　場　恵美子 吉備中央町 沼　本　幸　恵

備  前  市 ※ 船　場　金　巳

備
中
地
区

倉  敷  市 ※ 木　戸　由　子

瀬戸内市 ※ 小　山　国　枝 〃 ※ 服　部　貞　子

備
中

倉  敷  市 ※ 江　口　美智子 笠  岡  市 安　藤　文　子

高  梁  市 手　塚　幸　恵 井  原  市 塩　出　照　子

里  庄  町 佐　藤　哲　子 高  梁  市 西　平　悦　子

矢  掛  町 齋　藤　和　子 新  見  市 ※ 松　永　慶　子

美
作

津  山  市 ※ 多久和　健　子 〃 ※ 藤　井　桂　子

美  作  市 ※ 山　本　幸　子 浅  口  市 ※ 中　嶋　　嶺　

鏡  野  町 ※ 杉　田　登誌子 早  島  町 木　村　和　子

美  咲  町 延　原　愛　子

美
作
地
区

津  山  市 ※ 　沼　　多津子

参　　与
倉  敷  市 三　宅　寿美子 真  庭  市 稲　田　冨美子
津  山  市 藤　井　俊　子 〃 ※ 山　本　禧　子

美  作  市 ※ 春　名　和　恵

新  庄  村 山　田　知　江

勝  央  町 ※ 青　井　恭　子

奈  義  町 ※ 岸　本　定　子

西粟倉村 萩　原　純　子
久米南町 中　島　富喜子

※印は今年度新規委員
（42 名）

平成24年度県老連女性委員会

平
成
24
年
6
月
4
日
㈪
　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

第
23
回

岡山県老人クラブ連合会  公益財団法人に

４月１日から新体制スタート

3　2012年（平成 24 年）8月16日
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少
子
高
齢
化
の
急
激
な
進
展
の

も
と
、
縮
小
社
会
の
到
来
な
ど
、

社
会
構
造
の
根
本
的
な
変
化
を
は

じ
め
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て

い
る
状
況
の
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
、
団
塊
世
代
の
高
齢
化
に

伴
っ
て
生
ず
る
豊
富
な
社
会
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
明
る
く
活
力

あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
地
域
社

会
の
構
成
員
と
し
て
自
主
的
に
健

康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
に

努
め
る
と
共
に
社
会
動
向
も
踏
ま

え
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
よ
り
一
層
促

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
、
豊
か
な
活
力
あ
る
長
寿
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
当
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
研
究
討
議
を
行

い
、
高
齢
者
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
対
象
者
は
、
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
長
、
副
会
長
等
の
役
員

を
は
じ
め
と
し
て
、
市
町
村
老
連

事
務
担
当
者
、
関
係
機
関
、
高
齢

者
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
等
高
齢
者
福

祉
に
関
心
が
あ
る
方
と
し
、
広
く

参
加
を
募
り
ま
し
た
。
現
在
県
下

５
会
場
（
岡
山
、
津
山
、
東
備
、

美
作
、
高
梁
）
で
開
催
し
、
の
べ

４
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
業
説
明
で
は
、
滝
川
常
務
理

事
よ
り
平
成
24
年
度
に
県
老
連
が

行
う
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
各
会
場
若
手

委
員
の
方
に
取
り
組
み
を
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討
議

で
は
、
15
～
20
名
程
度
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
若
手
委
員
会
を

活
用
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

方
策
に
つ
い
て
、
討
議
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
状
、
若
手
会
員

の
確
保
が
な
か
な
か
難
し
い
と
い

う
意
見
が
多
い
中
、
他
の
ク
ラ
ブ

の
活
動
や
取
り
組
み
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
民
講
座
も
も
た
ろ
う
塾

筒
井
徹
也
先
生
に
は
、
現
代
的

リ
ー
ダ
ー
の
基
本
「
巻
き
込
む
力

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変

化
」
と
い
う
演
題
で
講
義
い
た
だ

き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら

れ
る
も
の
、問
題
と
課
題
の
把
握
、

新
た
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
た
解
決
策
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら
は
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
、
今
後
の
活
動

に
役
立
て
た
い
と
い
う
声
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
、

地
域
に
お
け
る
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
方
々
に
参
加

し
て
頂
け
ま
す
よ
う
、
平
成
25
年

度
も
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

《
研
修
内
容
》

①
事
業
説
明

　

平
成
24
年
度
県
老
連
事
業
に
つ
い
て 

県
老
連
常
務
理
事　

滝
川 

誠
一

②
事
例
発
表
・
グ
ル
ー
プ
討
議

　

若
手
委
員
会
を
活
用
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
方
策
に
つ
い
て

③
講　

義

　

現
代
的
リ
ー
ダ
ー
の
基
本
「
巻
き
込
む
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
」

�

岡
山
県
民
講
座 

も
も
た
ろ
う
塾　

筒
井 

徹
也 

先
生

④
全
体
会

　

グ
ル
ー
プ
討
議
に
つ
い
て
の
発
表
・
ま
と
め
・
意
見
交
換

高齢者地域リーダー研修会高齢者地域リーダー研修会

岡山会場：平成24年６月12日㈫／津山会場：平成24年６月28日㈭／東備会場：平成24年７月３日㈫
美作会場：平成24年７月10日㈫／高梁会場：平成24年７月26日㈭／倉敷会場：平成24年９月６日㈭
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岡山

倉敷

津山

高梁

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
幅
広
い
分

野
で
学
び
、
心
身
と
も
に
健
康
で

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
、
広
い
視
野
に
た
っ
て
、
考
え
、

身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
、
地

域
で
よ
り
一
層
活
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
24

年
度
老
人
福
祉
大
学
を
県
下
４
会

場
（
岡
山
・
倉
敷
・
津
山
・
高
梁
）

で
開
講
し
ま
し
た
。

　

老
人
福
祉
大
学
は
、
平
成
24
年

度
よ
り
受
講
の
輪
を
広
げ
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
で
な
く
広
く
一

般
の
高
齢
者
の
方
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
学
習
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
で
の
情
報
や
意
見
を

交
換
し
、
今
後
の
活
動
の
活
性
化

に
も
繋
げ
て
い
く
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
６
月
に
開
講
し
、

初
回
は
、
國
清
寺
住
職
の
村
上
明

道
先
生
に
よ
る
「
老
い
じ
た
く

－

満
ち
は
て
る
い
の
ち
を
生
き
る

－

」

と
い
う
講
義
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
生
き
て
い
く
う
え
で
の
心
が

け
や
幸
せ
に
な
る
た
め
の
習
慣
等

を
講
義
い
た
だ
き
、
ま
た
、
修
行

時
代
の
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
大
変
興
味
深
い
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

　

受
講
内
容
は
、
全
５
回
の
講
義

で
各
回
ご
と
に
違
っ
た
内
容
の
講

義
が
受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

受
講
生
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に

し
、
新
た
な
内
容
を
取
り
入
れ
な

が
ら
老
人
福
祉
大
学
は
開
講
し
て

い
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
に
会
員
相
互
の
交

流
や
新
た
な
仲
間
を
作
る
機
械
と

し
て
、
受
講
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

老
人
福
祉
大
学
は
６
月
に
開
講

し
、
11
月
ま
で
各
会
場
と
も
月
１

回
の
受
講
と
な
り
ま
す
（
８
月
は

夏
休
み
）。
平
成
24
年
度
の
募
集

は
す
で
に
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
来
年
度
も
新
た
に
受
講
生
を

募
集
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
来

年
４
月
上
旬
頃
に
市
町
村
老
連
を

通
し
て
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
県
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
募
集
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す

の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

● ６ 月の講座（全 会 場）「老いじたく－満ちはてるいのちを生きる－」� 國清寺 住職　村上 明道 先生
● ７ 月の講座（全 会 場）「暮らしの中の民話」� 岡山民俗学会名誉理事長　立石 憲利 先生
● ９ 月の講座（全 会 場）「よりよい社会をつくる為に、緩和医療を」� 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 緩和医療学講座　松岡 順治 先生
● 10 月の講座（岡山会場）「最近の時事問題」� 山陽新聞社論説委員会　八木 一郎 先生
　　　　　　　（倉敷会場）「最近の時事問題について」� 山陽新聞社論説委員会　藤原 健史 先生
　　　　　　　（津山会場）「最近のニュースから」� 山陽新聞社論説委員会　道広 　淳 先生
　　　　　　　（高梁会場）「最近の時事問題について」� 山陽新聞社論説委員会　岸　 道康 先生
● 11 月の講座（全 会 場）「昔々のうたと暮らし～岡山の伝承民謡とちくわ笛～」� 桃太郎のからくり博物館館長　住宅 正人 先生

平成24年度

講義内容

岡
山
会
場
／
岡
山
県
総
合
福
祉
会
館
　
　
倉
敷
会
場
／
く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

津
山
会
場
／
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
　
　
高
梁
会
場
／
高
梁
市
文
化
交
流
館

会 

場

岡
山
県
老
人
福
祉
大
学

平
成
24
年
度
（
第
37
次
）
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平
成
24
年
度
第
１
回
理
事
会
に

お
い
て
承
認
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す

○�

平
成
23
年
度
一
般
会
計
事
業
報

告
に
つ
い
て

　

�

平
成
23
年
度
に
お
い
て
実
施
し

た
事
業
の
決
算
に
つ
い
て
、
審

議
の
う
え
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�

平
成
23
年
度
一
般
会
計
収
支
決

算
に
つ
い
て

　

�

平
成
23
年
度
に
お
い
て
実
施
し

た
事
業
に
つ
い
て
、
審
議
の
う

え
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�

平
成
23
年
度「
シ
ル
バ
ー
基
金
」

特
別
会
計
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
に
つ
い
て

　

�

下
記
掲
載
「
平
成
23
年
度
決
算
」

参
照

○�

定
款
の
一
部
改
正
（
案
）
及
び

女
性
委
員
会　

運
営
内
規
の
一

部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　

�

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
い
、

定
款
の
変
更
及
び
女
性
委
員

会
の
運
営
内
規
を
変
更
を
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
審
議
の
う
え
、
承
認
さ
れ

ま
し
た

○�

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

理
事
・
監
事
等
就
任
予
定
者
の

選
定
に
つ
い
て

　

�

定
款
に
基
づ
き
、
県
老
連
に
就

任
す
べ
き
理
事
・
監
事
候
補
者

を
選
任
し
ま
し
た
。
又
、
岡
山

市
及
び
備
中
地
区
選
出
の
副
会

長
に
変
更
が
あ
り
、
山
上
氏
、

松
尾
氏
は
５
月
29
日
開
催
の
評

議
員
会
で
、
理
事
に
選
出
さ
れ

た
場
合
に
限
り
、
副
会
長
と
な

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

『
シ
ル
バ
ー
基
金
』
関
係　

諸

規
程
等
の
改
正
に
つ
い
て

　

�

公
益
法
人
移
行
に
伴
い
、
整
備

す
る
諸
規
程
の
う
ち
、『
公
益

財
団
法
人　

岡
山
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会　

シ
ル
バ
ー
基
金
の

諸
規
程
』
等
を
整
備
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

平
成
24
年
度
第
１
回
評
議
員
会

の
開
催
に
つ
い
て

　

�

平
成
24
年
度
に
開
催
す
る
最
初

の
定
時
評
議
員
会
を
、
平
成
24

年
５
月
29
日
㈫
に
開
催
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
第
１
回
評
議
員
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
ご
報
告
し
ま
す

○�

平
成
23
年
度
一
般
会
計
事
業
報

告
に
つ
い
て

　

�

平
成
23
年
度
に
お
い
て
実
施
し

た
事
業
に
つ
い
て
、
審
議
の
う

え
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�

平
成
23
年
度
一
般
会
計
収
支
決

算
に
つ
い
て

　

�

平
成
23
年
度
に
お
い
て
実
施
し

た
事
業
の
決
算
に
つ
い
て
、
審

議
の
う
え
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�

平
成
23
年
度「
シ
ル
バ
ー
基
金
」

特
別
会
計
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
に
つ
い
て

　

�

下
記
掲
載
「
平
成
23
年
度
決
算
」

参
照

○�

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
い
、

定
款
の
変
更
を
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
審
議
の
う

え
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

○�
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

理
事
・
監
事
の
選
定
に
つ
い
て

　

�

定
款
に
基
づ
き
、
県
老
連
に
就

任
す
べ
き
理
事
・
監
事
を
選
任

し
ま
し
た
。
又
、
岡
山
市
及
び

備
中
地
区
選
出
の
副
会
長
に
変

更
が
あ
り
、
山
上
氏
、
松
尾
氏

が
副
会
長
と
な
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た

○�

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

『
シ
ル
バ
ー
基
金
』
運
営
委
員

の
改
選
に
つ
い
て

　

�

任
期
満
了
に
伴
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収入（単位：千円）

支出（単位：千円）

32,947
（100％）

29,652
（100％）

基金運用 806（2.4％）
寄付金 50
（0.2％）

会費
13,361
（40.5％）

補助金等
12,945（39.3％）

雑収入 3（0.1％）

事業費
11,362
（38.3％）

管理費
18,290
（61.7％）

事業収入
5,782（17.5％）

平成23年度
岡山県老人クラブ連合会  決算報告

収入（単位：千円）

支出（単位：千円）

38,156
（100％）

39,946
（100％）

基金運用 1,920（5.0％）
寄付金 60
（0.2％）

会費
13,140
（34.4％）

補助金等
15,915（41.7％）

雑収入 11（0.1％）

事業費
17,803
（44.6％）

管理費
22,143
（55.4％）

事業収入
7,110（18.6％）

平成24年度
岡山県老人クラブ連合会  予算

平
成
24
年
度

第
１
回
理
事
会

平
成
24
年
度

第
１
回
評
議
員
会

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

岡
山
県
老
連

岡
山
県
老
連
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平成24年度
老人クラブ会員数・加入率状況

県老連等の行事予定
◆  8月24日㈮…第２回健康づくり・介護予防リーダー養成講習会

� （きらめきプラザ）

◆  9月  6日㈭…高齢者地域リーダー研修会 倉敷会場（くらしき健康福祉プラザ）

◆  9月12日㈬…第３回健康づくり・介護予防リーダー養成講習会

� （きらめきプラザ）

◆  9月15日㈯…老人の日（老人週間 15日～21日）

◆  9月20日㈭…全国一斉「社会奉仕の日」	

◆  9月28日㈮…第４回健康づくり・介護予防リーダー養成講習会（きらめきプラザ）

◆  9月下旬…女性委員会 幹事会（きらめきプラザ）

◆10月  4日㈭…50周年記念全国老人クラブ大会（東京都）

◆10月18日㈭…創立50周年記念式典・第49回岡山県老人クラブ大会

� （岡山市民会館）

◆10月23日㈫…岡山県老人福祉大学 津山会場（津山市総合福祉会館）

◆10月26日㈮…岡山県老人福祉大学 倉敷会場（くらしき健康福祉プラザ）

◆10月29日㈪…岡山県老人福祉大学 高梁会場（高梁市文化交流館）

◆10月31日㈬…岡山県老人福祉大学 岡山会場（岡山県総合福祉会館）

◆11月  1日㈭…岡山県老人福祉大学 津山会場 閉講（津山市総合福祉会館）

◆11月  7日㈬…岡山県老人福祉大学 高梁会場 閉講（高梁市文化交流館）

◆11月13日㈫…岡山県老人福祉大学 岡山会場 閉講（岡山県総合福祉会館）

◆11月15日㈭…岡山県老人福祉大学 倉敷会場 閉講（くらしき健康福祉プラザ）

◆11月27日㈫…女性リーダー研修会 津山会場（津山市総合福祉会館）

◆11月30日㈮…第１回岡山県高齢者グランドゴルフ大会（岡山ドーム）

◆12月  5日㈬…女性リーダー研修会 岡山会場（きらめきプラザ）

◆12月  7日㈮…女性リーダー研修会 倉敷会場（くらしき健康福祉プラザ）

【平成25年】

◆  1月中旬～ 2月上旬…市町村老連正副会長会議

� （岡山市・レスパール藤ヶ鳴）

◆  2月中旬～下旬…市町村老連事務担当者会議（きらめきプラザ）

◆  3月上旬…次世代育成支援リーダー養成講習（きらめきプラザ）

◆  3月上旬～中旬…県老連女性委員会総会（きらめきプラザ）

◆  3月上旬～中旬…各モデル事業・委員会 報告会（きらめきプラザ）

区　分 クラブ数 会員数 総人口 うち60歳以上 組織率

岡 山 市 651 39,510 710,913 208,049 19.0%

倉 敷 市 436 21,557 476,783 147,044 14.7%

津 山 市 203 10,045 105,954 36,016 27.9%

玉 野 市 73 5,235 63,676 25,777 20.3%

笠 岡 市 92 5,469 53,475 21,451 25.5%

井 原 市 58 3,967 43,378 17,347 22.9%

総 社 市 63 3,714 66,147 21,578 17.2%

高 梁 市 62 4,760 34,506 15,130 31.5%

新 見 市 95 7,144 33,332 14,545 49.1%

備 前 市 90 5,658 37,279 15,373 36.8%

瀬戸内市 92 6,804 37,783 14,344 47.4%

赤 磐 市 101 5,546 43,327 16,005 34.7%

真 庭 市 196 10,462 48,331 20,661 50.6%

美 作 市 155 8,105 30,064 13,438 60.3%

浅 口 市 82 5,079 35,782 14,360 35.4%

和 気 町 51 3,252 15,268 6,630 49.0%

早 島 町 23 1,375 12,191 3,948 34.8%

里 庄 町 37 2,500 10,867 3,863 64.7%

矢 掛 町 27 897 14,971 6,461 13.9%

新 庄 村 8 362 939 443 81.7%

鏡 野 町 71 4,100 13,564 5,956 68.8%

勝 央 町 21 1,243 11,161 4,017 30.9%

奈 義 町 23 921 6,046 2,362 39.0%

西粟倉村 12 421 1,493 624 67.5%

久米南町 34 2,456 5,246 2,550 96.3%

美 咲 町 74 5,121 15,488 6,974 73.4%

吉備中央町 47 2,257 12,759 5,937 38.0%

合 計 2,877 167,960 1,940,723 650,883 25.8%
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と ぴ っ く す
赤磐市

岡山市

吉備中央町

　良きリーダーのいるクラブは活気に満ち、
魅力ある活動に人が寄る。毎年

5、6回、専門家の講師により、健康、医療、
福祉、教育、レクリエーション、

芸術・文化、郷土史、ヨガ、エアロビックス、
運動会などの講座を開いている。

1回2時間、受講申し込み100人、1回平均約
60人の参加で、好評を得ている。

　去る、5月16日に、吉備高原グラウンド・

ゴルフ場において、吉備中央町老人クラブ連

合会合併8周年記念町長杯グラウンド・ゴル

フ大会が盛大に開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、絶好のゴルフ日和で

した。木々に囲まれた自然豊かなゴルフ場で

あっという間に時間が過ぎましたが、他地区

のクラブ員さんと出会い、ふれあい、交流を

持つことができ、楽しい有意義な一日となり

ました。
　また、次回
のゴルフ大会
を楽しみにし
ています。

　中山小学校区老人会の年の初めの大きな行事は、
一宮中山幼稚園の園児との交流会があり、園児との
交流会は年初めの年中情事のイベントであります。
お孫さんのいる家庭、夫婦二人の家庭、鰥夫、寡
婦の老人にとって楽しみの行事である。夏には中山保育園児との交流会があり同様に楽
しみにまっている会員もいます。
　幼稚園児の中には来年、再来年小学校に行く予定の子等ある程度聞きわけの善い子
供で質問も多く会話もおおいに弾みます。
　1月13日参加する会員15名が（一宮、尾上、緑町、高堤、辛川市場、西辛川）9：30
園長室に集合し園長先生から、園児の組み分け、人数、教室の場所等の説明があり、赤、
桃色、緑、黄色の名札が色分けされて3～ 4名になるように配られました。10：00に
なりましたら園児が園長室の前で順序善く整列し各組ごとに担当する会員と手をつなぎ
それぞれの教室にむかいました。
　教室に入るやいなや既に決められた担当者に等分に園児が座り、車座になって蜜柑が
配られ一緒に食べました。担任の先生の合図で独楽、おはじき、綾とり、剣玉の遊び、
続いて屋外で遊ぶ凧を作りグラウンドに出て、男女の別なく凧あげ、パッチン、に興じ
陽射しの中グランドを思い切り走り回り、凧糸が絡み、走りながらぶつかり、怪我もな
く屋外で過ごし遊びに興じ、予定の時間を経過し教室に戻り、感想を述べお互いに何が
楽しかったか述べて、教室を後にして園長室で皆さんの子供の時本日以外の遊びでどの
ような遊びがあったかそれぞれが、竹馬、缶蹴り、水鉄砲、ベーゴマ遊び等のべて、廊
下に出ますと園児が行儀よく整列して握手、ハイタッチをしてお別れをしました。
　本当に楽しい一日でまた来年も是非声をかけて下さいと各老人会員から声があり中山
幼稚園を後にしました。

赤磐市老人クラブ連合会

一宮長寿会　伊丹 由行

吉備中央町老人クラブ連合会

赤磐シニア大学、5年目を迎える

一宮長寿会（老人クラブ）の
年の初めの幼稚園児との交流会

合併8周年記念町長杯
グラウンド・ゴルフ大会開催
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真庭市

岡山市

新見市

　平成16年から会員の健康づくり

を目的に始めた料理と友愛弁当づ

くりも今年で9年目を迎えましたが、予想以
上の好評と皆さ

んのやる気が今年は8回を予定いたしており
ます。

　既に5月30日と6月27日の2回行いまし
たが、いずれも当

日は役員が肉や魚を必ず取り入れた老化防止
と高齢者向きの

献立を作成して、十数名の会員が楽しく協力
しながら1時間ほ

どで4品、40食ほど調理をして、仕上がった
料理から折詰や

食器に盛り付け、事前に募った22名の独り暮
らしや高齢者世

帯の方に届けました。そして全員で心のふれ
あう楽しい会食を

しながら、日頃は顔を見せない方の近状報告
や料理の出来栄

えなど語り合いながら楽しい時間を過ごしま
した。

　今年は、参加者は19名。料理作りが健康
に良いこと、核

家族化に伴い高齢者も家事に従事する必要
のあることなどに

加えて、少しでも高齢者の孤立を防ぐ一助け
になればと今後

も引き続き活動を続けていきます。

　毎年秋に中和・八束・川上の3支部
合同で開催する「蒜山老人クラブ祭り」
を紹介いたします。この行事は、支部間の良き交流の場となっており、
会員にも好評な行事です。
　情報交換の時間は、14に分かれたグループごとに「私の青春」「健
康の源」等で活発な意見が交わされます。その後会食をしながらも、
四方山話しで話しは尽きません。
　午後の部は、お待ちかねのアトラクションです。会員有志による
詩吟や民謡、踊りにカラオケと、それぞれの特技が披露され、毎回
とても盛り上がります。

　陵南学区老人クラブ主催の健康ウォークは、3月18日㈰あいにく

の小雨の中でしたが、集合場所の西花尻ちびっこ公園には、90名の

参加があり、9時過ぎから出発式が行われ、苅田会長から注意事項

を含めたあいさつがありました。
　今回も健康ウォーク実施に当たり、庭瀬かいわい案内人の方々4

名に全てお世話を頂きましたが、学区内の吉備の中山周辺の古い寺

社を訪ね、里山の自然を巡るコースは、参加者皆さんから好評をい

ただきました。
　トイレ休憩の吉備文化財センターには、立ち寄りも初めてという人

もあり、県内で発掘された貴重な埋蔵文化財が数多く展示されてお

り、30分を過ぎるトイレ休憩となりました。

　吉備の中山は、遠い昔この地方が吉備の国と呼ばれていた頃、そ

の中心に位置していたことから、その名がついたと言われております

が、岡山市尾上と吉備津の山頂に現地形をそのまま残して、構築さ

れた全長140メートル、後円部の経は80メートル、後円部高さ12メー

トルの古墳時代前期の前方後円墳の、通称「御陵」中山茶臼山古墳

に向かいました。
　大吉備津彦命のお墓と伝えられ、宮内庁の管理下にあるため考古学

的には未調査、未発掘であるが墓域からして最古級の前方後円墳とさ

れていますが、ここで参加者一同、ウォーク記念写真を撮影しました。

　出発後は、東花尻コースと西花尻コースに分かれ、それぞれのコー

スの途中の寺社を訪ねて、雨上がりの里山を計画通り全員元気、無

事に完歩しました。
　次年度は、犬飼木堂記念館・大賀蓮の大賀家墓所など、郷土の偉

人の足跡を訪ね、山すその古寺を巡るコースを予定しています。

真庭市老人クラブ連合会
中和支部・八束支部・川上支部

陵南学区老人クラブ連合会　苅田 一郎

高尾長寿クラブ  会長  上杉 正見

蒜山老人クラブ祭り

－ 吉備の中山  歴史と文化の散歩道 －

陵南学区老人クラブ 健康ウォーキング

「ありがとう」が
励みに続く
料理作りと友愛活動
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食事の基本は
主食・主菜・副菜！
食事の基本は
主食・主菜・副菜！
食事の基本は
主食・主菜・副菜！

● 食事に汁物をつける。
　 （1日1～2杯を目安に）
● 野菜や果物を食べる。
● 起きた時にコップ２杯、
　 寝る前にコップ１杯の水を飲む。
● 間食は水分を多く含むものをとる。
　 例 : ゼリー・プリン・水ようかんなど
● 食事以外にもこまめに水やお茶を飲む。
　 のどが渇いてからでは遅すぎます。

主菜

主食 副菜

主にたんぱく質源になるもの主にたんぱく質源になるもの
肉・魚・卵・大豆製品・チーズ など肉・魚・卵・大豆製品・チーズ など

主にエネルギーになるもの主にエネルギーになるもの
ごはん・麺・パン などごはん・麺・パン など 野菜・キノコ・海藻 など野菜・キノコ・海藻 など

主にビタミンやカルシウム、食物繊維のもとになるもの主にビタミンやカルシウム、食物繊維のもとになるもの

主食・主菜をしっかりとる。
主食・主菜をしっかりとりましょう。

1日3食欠かさずに。
量は少なくても、３回きちんと食べましょう。

毎日、牛乳を飲みましょう。
牛乳が飲めない人は、代りにヨーグルトを。

好きなものを 好きな時に好きなだけ。
食欲がない時や体調がすぐれない時に。
おかずを先に食べ、ごはんは食べられるだけ。

水分を意識してとりましょう。
高齢になると、体の水分量が減少することや、のどのかわきを
感じにくくなることから、脱水を起こしやすくなります。脱水は、
食欲の低下や認知症などの精神症状を引き起こしたり、心筋
梗塞や脳梗塞をまねきます。こまめな水分補給を行いましょう。

元気で豊かに暮らすための食生活55つのポイントつのポイント
水分補給のポイント！

合計2,000㎖ （湯のみで 7～10 杯）

1日に必要な水分量1日に必要な水分量
食べて 1,000㎖
飲んで 1,000㎖

一日三食の食事を楽しみに、いつまでも元気に豊かに暮らしましょう！

いき

 いき

協
力
：
社
岡
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養
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毎 日 の 健 康 は 、 毎 日 の 食 事 か ら

ゴボウに含まれるポリフェノール「サポニン」は、がんや生活習慣病の予防、
アンチエイジングに大いに役立つといわれます。夏野菜たっぷりのお惣菜と
併せて食し、暑さ疲れを取りませんか。余ったご飯で手軽にできるチャーハン、
そしてお肉もしっかりいただきましょう。

国
府
島
優
子
（
こ
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じ
ま
・
ま
さ
こ
）　

料
理
愛
好
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い
レ
シ
ピ
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

まさこさんのお元気レシピ
7

　

和
風
ゴ
ボ
ウ
チ
ャ
ー
ハ
ン

　

豚
肉
の
エ
メ
ラ
ル
ド
ソ
ー
ス
が
け

◆ 

材 

料
（
２
人
分
）

　

 

豚
切
り
落
と
し
肉
…
…
…
１
５
０
ｇ

　
 

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯
半

　
 

み
り
ん
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１

　
 

シ
ョ
ウ
ガ
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

　

 　
　
　
　
　
（
す
り
お
ろ
し
た
も
の
）

　

 
サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２

　

 

大
葉
…
…
…
…
…
…
…
…
２
～
３
枚

　

 

ソ
ー
ス

　

 　

キ
ュ
ウ
リ
…
…
…
…
２
分
の
1
本

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
り
お
ろ
す
）

　

 　

ダ
イ
コ
ン

　

 　
　

…
キ
ュ
ウ
リ
の
す
り
お
ろ
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
量
程
度

　

 　

酢
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

　

 　

し
ょ
う
ゆ
…
…
小
さ
じ
２
分
の
１

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
れ
ば
薄
口
）

◆ 

作
り
方

❶
豚
肉
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
て

ボ
ウ
ル
に
入
れ
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
、

シ
ョ
ウ
ガ
を
混
ぜ
て
下
味
を
つ
け
る
。

❷
大
葉
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
サ
ッ
と

水
に
さ
ら
し
絞
っ
て
お
く
。

❸
キ
ュ
ウ
リ
、
ダ
イ
コ
ン
を
す
り
お
ろ

し
合
わ
せ
て
、
軽
く
汁
気
を
取
り
、
酢
、

し
ょ
う
ゆ
を
加
え
て
ソ
ー
ス
を
作
る
。

❹
サ
ラ
ダ
油
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
敷
き
、

豚
肉
を
焼
い
て
器
に
盛
り
、
❸
の
ソ
ー

ス
を
の
せ
る
よ
う
に
か
け
て
❷
の
大

葉
を
散
ら
す
。

●
ま
さ
こ
流
ひ
と
く
ち
ア
ド
バ
イ
ス

　

大
葉
や
キ
ュ
ウ
リ
と
い
っ
た
緑
の
夏
野

菜
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
エ
メ
ラ
ル
ド
ソ
ー

ス
に
な
り
ま
す
。
お
肉
は
も
ち
ろ
ん
野

菜
も
た
っ
ぷ
り
い
た
だ
け
る
一
品
で
す
。

◆ 

材 

料
（
２
人
分
）

　

 

ご
飯
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
０
ｇ

　

 

ニ
ン
ジ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

　

 

ち
く
わ
…
…
…
…
…
…
…
…
小
１
本

　

 

鶏
ム
ネ
ミ
ン
チ
…
…
…
…
…
…
50
ｇ

　

 

ゴ
ボ
ウ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50
ｇ

　

 

三
つ
葉
…
…
…
…
…
…
２
分
の
１
束

　

 

炒
り
ゴ
マ
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯
半

　

 

砂
糖
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２
分
の
１

　

 

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２

　

 

か
つ
お
だ
し
の
素

　

 　

…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
２
分
の
１

�

（
パ
ッ
ク
カ
ツ
オ
２
分
の
１
袋
で
も
可
）　

　

 

ゴ
マ
油
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

　

 

塩
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
好
み
で

　

 

七
味
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

　

 

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
弱

◆ 

作
り
方

❶
ニ
ン
ジ
ン
は
み
じ
ん
切
り
、
ゴ
ボ
ウ
は

細
い
さ
さ
が
き
に
し
て
水
に
さ
ら
し
、

ア
ク
を
抜
い
て
水
を
切
っ
て
お
く
。
三

つ
葉
は
３
㎝
く
ら
い
に
切
る
。
ち
く
わ

は
縦
半
分
に
し
小
口
切
り
に
す
る
。

❷
サ
ラ
ダ
油
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
敷
き
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
鶏
ム
ネ
ミ
ン
チ
、

ち
く
わ
を
炒
め
、
火
が
通
っ
た
ら
ご

飯
を
加
え
よ
く
炒
め
て
パ
ラ
パ
ラ
に

な
る
よ
う
に
す
る
。

❸
炒
り
ゴ
マ
、
砂
糖
、
し
ょ
う
ゆ
、
か

つ
お
だ
し
の
素
、
ゴ
マ
油
を
加
え
て

よ
く
炒
め
、
こ
こ
で
味
見
し
て
物
足

ら
な
け
れ
ば
塩
で
調
整
す
る
。

❹
最
後
に
三
つ
葉
と
七
味
を
加
え
、
さ
っ

と
混
ぜ
て
火
を
止
め
、
器
に
盛
る
。

●
ま
さ
こ
流
ひ
と
く
ち
ア
ド
バ
イ
ス

　

ご
飯
は
あ
ら
か
じ
め
レ
ン
ジ
で
温
め

て
お
く
と
早
く
調
理
で
き
ま
す
よ
。

2012年（平成 24 年）8月16日　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



情 報 交 差 点

日時 会場 岡山市民会館平成24年10月18日（木）10:00～15:50

岡山県老人クラブ連合会
創立50周年記念式典

201220122012

講  演  Ⅱ14:40～ 15:40 『マムシ流  元気で長生きするコツ  させるコツ』  タレント　毒蝮三太夫 氏『マムシ流  元気で長生きするコツ  させるコツ』  タレント　毒蝮三太夫 氏

みんなで体操13:55～ 14:35
『日々の暮らしに体操を、みんなでもっと元気になろう』　　　　　　　　　

順天堂大学名誉教授　日本フェルデンクライス協会会長　武井　正子 氏
『日々の暮らしに体操を、みんなでもっと元気になろう』　　　　　　　　　

順天堂大学名誉教授　日本フェルデンクライス協会会長　武井　正子 氏

講  演  Ⅰ13:00～ 13:50 『楽しく生きよう生涯現役』  特定非営利活動法人ネットワーク大府 理事、介護支援専門員　戸苅ひな子 氏『楽しく生きよう生涯現役』  特定非営利活動法人ネットワーク大府 理事、介護支援専門員　戸苅ひな子 氏

式　　典10:00～ 11:45 岡山県老人クラブ連合会  創立50周年記念式典岡山県老人クラブ連合会  創立50周年記念式典

第49回岡山県老人クラブ大会第49回岡山県老人クラブ大会第49回岡山県老人クラブ大会

公益財団法人長寿科学振興財団、公益財団法人岡山県老人クラブ連合会主  催

岡山県警からのお知らせ

高齢者の「交通事故死亡事故」多発！高齢者の「交通事故死亡事故」多発！高齢者の「交通事故死亡事故」多発！高齢者の「交通事故死亡事故」多発！
（平成24年5月末現在）

今年は、昨年に比べて、交通事故件数と負傷者数は減少していますが、交通事故死者は4人も増加しています。 
特に、高齢者の交通事故死者は、48人中の27人に上り、全体の56％を占めるという憂慮すべき事態となっています。

増減数
－189
－434
－581
＋4

H24  
24,226
6,060
7,618
48

H23  
24,415
6,494
8,199
44

総事故件数
人身事故件数
負 傷  者  数
死   者   数

交通事故に遭わないためには？交通事故に遭わないためには？県内の交通事故発生状況県内の交通事故発生状況

    昨年、交通事故で亡くなられた老人クラブ会員は7人でしたが、今年は5月末までに、すでに10人と5ヶ月間
で昨年を上回っている状況です。皆様方には、この老人クラブ会員の方の交通死亡事故が「非常に多い」という
現状を、しっかりと受け止めて頂き、これ以上の犠牲者を出さないために、できる限り夜間の外出を控えるなど、
皆様方ひとりひとりが交通事故に遭わないためにできる取り組みをよろしくお願い致します。

◆「いつも車が通らない道だから」、「近所だから」と油断しないでくだ
さい。
　歩行中に事故で亡くなられた高齢者8人のうち、6人が自宅から1km以
内で事故に遭われています。
◆夕暮、夜間、早朝の外出は、なるべく控え、やむを得ず外出する際
は、明るい服装に夜光反射材を身に付け、携帯ライトなどを点灯して
ください。
　夜間歩行中に事故で亡くなられた8人の方は、夜
光反射材を身に付けていない方ばかりでした。

◆一時停止場所        や見通しの悪い交差点では、
必ず止まって安全を確認してください。
　一時停止規制のある交差点を通過する際に、事故で亡くなられた方が
2人おられました。

◆運転する方、同乗する方は、シートベルトを必ず装着してください。
　四輪車に乗車中に亡くなられた高齢者11人のうち、シートベルトの装着
を忘れていた方が5人おられました。シートベルトを装
着していれば、助かったと思われる方もおられます。
◆通り慣れた道路でも、慎重な運転を心掛けてください。
　四輪車での高齢者の交通死亡事故の形態は、単独、正
面衝突、出合頭事故となっています。

65歳以上

27人
56%

65歳以上

27人
56%

65歳未満

21人
44%

65歳未満

21人
44%

交通事故死者数（48人）

老 人クラブ
会員の皆様へ

歩 い て
外出する時

自転車で
外出する時

自動車で
外出する時

歩 い て
外出する時

自転車で
外出する時

自動車で
外出する時

10人
8人
9人

6 0 代
7 0 代
8 0 代

■年齢別

内訳

■自宅からの距離
～  50ｍ以内

50超～100ｍ以内
100超～500ｍ以内
500超～ 2km以内

2km超

1人
3人
5人
8人
10人

11人
3人
5人
8人

四輪車乗車中
二輪車乗車中
自転車乗車中
歩　  行  　中

■状態別

10人
17人

加  入  者
未加入者

■老人クラブ加入の有無

�　2012年（平成 24 年）8月16日



岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

後
藤
　
健
　
72
歳

　

12
年
前
、
定
年
直
前
に
脳
出
血

で
倒
れ
、
退
職
し
た
。

　

家
の
前
の
き
き
ょ
う
公
園
で
、

リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
が
ら
遊
ぶ
毎
日

に
な
っ
た
。

　

飼
い
犬
の
ゴ
ン
太
を
連
れ
て
行

く
と
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
駆
け

寄
っ
て
く
る
。

　

お
と
な
し
い
ゴ
ン
太
は
み
ん
な

に
可
愛
が
ら
れ
、
い
つ
も
頭
や
背

中
を
な
で
ら
れ
る
。
私
は
子
ど
も

た
ち
に
ゲ
ー
ム
遊
び
な
ど
を
教
え

て
友
達
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
で
近
所
の
吉
田
さ

ん
一
家
が
よ
く
公
園
に
遊
び
に
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
鉄
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

ブ
ラ
ン
コ
な
ど
で
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
一
家

で
全
国
を
回
っ
て
い
る
の
だ
。
だ

か
ら
誰
も
学
校
に
行
っ
て
い
な

い
。
両
親
や
支
援
者
が
独
自
に
教

育
を
し
て
い
る
。
男
５
人
、
女
５

人
、
１
歳
か
ら
14
歳
の
10
人
兄
弟

は
み
ん
な
英
語
が
得
意
で
あ
る
。

中
学
生
の
長
女
は
英
検
２
級
。
小

さ
い
子
も
英
語
を
少
し
話
す
。

 

「
ゴ
ン
太
君
、
英
語
で
１
は
？
」

「
ワ
ン
」、「
３
引
く
２
は
？
」「
ワ

ン
」
と
ゴ
ン
太
に
ひ
と
つ
覚
え
の

芸
を
促
し
、
す
っ
か
り
仲
良
し
に

な
っ
た
。

　

四
女
の
た
ま
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）

が
近
所
の
金
俊
弥
君
と
仲
良
し
に

な
り
、
俊
弥
君
の
お
嫁
さ
ん
に
な

る
と
言
い
出
し
た
。

 

「
た
ま
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
は
だ
め
だ

よ
」
と
私
。
両
親
が
一
瞬
け
げ
ん

な
顔
を
し
た
。

 
「
結
婚
し
た
ら
『
金
た
ま
さ
ん
』

に
な
る
で
し
ょ
。
そ
れ
は
具
合
が

わ
る
い
よ
ネ
」
と
私
が
言
う
と
一

同
大
笑
い
。

　

自
宅
の
教
室
に
行
く
と
お
互
い

に
上
の
子
が
下
の
子
を
教
え
て
い

る
。
明
ら
か
に
お
下
が
り
の
洋
服

を
着
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
服
装
だ

が
大
変
質
素
な
生
活
ぶ
り
が
覗

え
た
。

　

帰
り
際
に
は
い
つ
も
全
員
で
賛

美
歌
「
星
の
世
界
」
を
唄
っ
て
送

り
出
し
て
く
れ
る
。

　

ゴ
ン
太
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
る

の
で
、
あ
る
日
、
み
ん
な
を
池
田

動
物
園
に
招
待
し
た
。

　

私
は
あ
ら
か
じ
め
、
入
園
料
と

食
事
代
を
お
母
さ
ん
に
渡
し
た
。

当
日
は
園
内
の
食
堂
で
昼
食
を
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
両
親
は
家

で
作
っ
た
13
人
分
の
弁
当
を
持
っ

て
来
た
。
そ
れ
は
普
通
の
簡
単
な

弁
当
で
特
別
な
も
の
は
何
も
な

か
っ
た
。私
も
そ
れ
を
い
た
だ
い
た
。

　

誰
ひ
と
り
文
句
を
言
う
こ
と
も

な
く
、
昼
食
は
終
わ
っ
た
。
初
め

て
の
動
物
園
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
変
楽
し
か
っ
た
ら
し

く
、
閉
園
時
間
に
な
っ
て
も
帰
り

た
く
な
い
と
言
う
ほ
ど
忘
れ
ら
れ

な
い
一
日
だ
っ
た
よ
う
だ
。
岡
山

を
去
る
と
き
、
動
物
園
が
と
っ
て

も
楽
し
か
っ
た
と
私
に
寄
せ
書
き

を
く
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
見

る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
学
校
に

通
っ
て
い
る
一
般
の
子
ど
も
た
ち

と
様
子
が
違
う
の
だ
。
常
に
整
然

と
し
て
言
葉
遣
い
も
丁
寧
だ
し
、

大
人
を
小
ば
か
に
し
た
ぞ
ん
ざ
い

な
物
言
い
が
ま
っ
た
く
な
い
。
ふ

だ
ん
、
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
わ
が
ま
ま
や
自
分
勝
手
を
見
慣

れ
て
い
た
私
は
驚
き
を
隠
せ
な

か
っ
た
。

　

質
素
な
生
活
を
い
と
わ
ず
、
い

つ
も
兄
弟
仲
良
く
、礼
儀
正
し
い
。

両
親
は
わ
が
子
に
は
常
に
同
じ
目

線
で
語
り
、
優
し
い
言
動
は
私
も

学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

教
育
の
仕
方
で
こ
ん
な
に
も
変

わ
る
も
の
か
と
感
心
し
、
世
間
で

は
見
ら
れ
な
い
彼
ら
の
生
活
ぶ
り

に
驚
く
日
々
だ
っ
た
。

◆

　

そ
の
後
一
家
は
岐
阜
、
愛
知
、

静
岡
各
県
を
回
り
、
今
は
長
野
県

松
本
市
に
住
ん
で
い
る
。
社
会
人

か
ら
小
学
生
の
年
齢
に
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
順
に
、
キ
リ
ス
ト
教

研
修
の
た
め
外
国
に
派
遣
さ
れ
た

り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
な
ど
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

と
き
ど
き
電
話
す
る
と
兄
弟
が

交
代
で
出
て
く
る
の
で
長
電
話
に

な
る
が
、
成
長
し
た
彼
ら
の
声
を

聞
く
の
は
う
れ
し
い
時
間
だ
。

◆

　

昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
朝
の
ド
ラ
マ

「
お
ひ
さ
ま
」
と
い
う
心
を
洗
わ

れ
る
よ
う
な
番
組
が
あ
っ
た
。

　

松
本
と
安
曇
野
を
舞
台
に
、
あ

る
女
性
の
家
族
の
絆
を
感
動
い
っ

ぱ
い
に
見
せ
て
く
れ
た
。

　

全
体
を
貫
く
、
丁
寧
で
き
れ
い

な
日
本
語
、
主
演
の
井
上
真
央
の

さ
わ
や
か
な
演
技
、
そ
し
て
父
親

の
常
に
正
座
し
て
子
ど
も
た
ち
に

話
し
か
け
る
端
正
で
心
の
こ
も
っ

た
話
し
ぶ
り
が
印
象
的
だ
っ
た
。

昔
、
登
っ
た
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々

や
安
曇
野
の
詩
的
な
風
景
が
随
所

に
現
れ
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
た

番
組
だ
っ
た
。

　

吉
野
一
家
と
ど
こ
か
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
私
は
欠
か
さ
ず
こ

の
ド
ラ
マ
を
見
た
。

◆

　

先
日
、
彼
ら
の
お
母
さ
ん
か
ら

手
紙
が
来
た
。
子
ど
も
た
ち
の
近

況
を
詳
し
く
記
し
、
最
後
に
つ
ぎ

の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。

 

「
私
は
14
の
宝
を
持
っ
て
し
あ
わ

せ
で
す
。
そ
れ
は
私
を
生
ん
で
く

れ
た
両
親
、
最
愛
の
夫
、
11
人
の

子
ど
も
た
ち
で
す
。
最
近
11
人
目

の
女
の
子
を
授
か
り
ま
し
た
」。

玉
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
奥
玉
白
砂
会

�

丸
岳
　
麗
子
　
81
歳

　

高
齢
者
の
私
た
ち
が
心
身
共
に

健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
衣
食
住
は
か
か
せ
な
く
大

切
な
も
の
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ

大
好
き
な
「
食
」
に
つ
い
て
日
頃

か
ら
心
が
け
て
い
る
我
が
家
の

食
卓
に
は
、
無
添
加
無
農
薬
、
旬

の
食
材
第
一
に
買
い
求
め
常
備

菜
、
保
存
食
と
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

仲
間
が
集
ま
る
と
話
題
は
何
時

も
食
べ
物
で
あ
る
。
手
作
り
は
暖

か
い
愛
情
の
ス
パ
イ
ス
で
す
。
健

康
で
心
豊
か
に
老
い
る
た
め
に
も

楽
し
く
美
味
し
い
食
事
づ
く
り
を

続
け
た
い
も
の
で
す
。

　

食
す
る
こ
と
は
、
た
ま
ら
な
く

嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。
先
日
も

「
健
康
を
食
べ
よ
う
豆
の
本
」
を

見
つ
け
ま
し
た
。
23
種
類
も
の
豆

が
あ
る
事
を
知
り
驚
き
で
す
。
こ

れ
す
べ
て
食
品
原
料
と
な
り
私
達

の
身
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
ど
う
ぞ
! !

　

な
つ
か
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

味
を
、
煮
豆
、
ひ
じ
き
豆
、
お
豆

ご
飯
、
お
豆
の
卵
と
じ
、
お
豆
か

き
揚
げ
呉
汁
、
豆
腐
等
々
バ
ラ
ン

ス
よ
く
頂
き
ま
し
ょ
う
。

津
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
久
米
支
部
柳
蛍
会
　
藤
本
　
毅

そ
の
一
、５
年
連
続
日
記
帳
が
終

わ
り
、
今
年
ま
た
新
し
く
購
入
し

向
こ
う
５
年
を
見
据
え
て
日
々
記

帳
に
挑
ん
で
い
る
。

そ
の
二
、
書
く
こ
と
、
作
る
こ
と

が
楽
し
み
。
川
柳
歴
15
年
、
今
年

は
ふ
る
里
に
思
い
を
寄
せ
「
仙
人

音
頭
」
を
作
詞
し
、
唄
と
踊
り
で

仲
間
づ
く
り
に
挑
戦

そ
の
三
、高
齢
者
交
通
安
全
に「
無

事
故
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０

日
」
に
津
山
市
老
連
の
幹
部
十
名

で
「
幹
部
連
チ
ー
ム
」
と
し
て
参

加
。
た
だ
い
ま
進
行
中
。

岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

上
道
北
方
春
秋
会
　
会
長

�

前
田
　
亨
夫
　
87
歳

　

川
柳
は
、
私
の
趣
味
の
一
つ
で

す
。
川
柳
を
初
め
て
か
ら
13
年
。

毎
月
出
さ
れ
る
題
で
川
柳
を
作
る

の
は
大
変
で
す
。
気
に
な
る
言
葉

が
浮
か
ぶ
と
す
ぐ
メ
モ
を
と
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
川
柳
を

通
し
て
多
く
の
人
と
出
会
い
、
言

葉
の
も
つ
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
近
の
自
信
作
を

紹
介
し
ま
す
。

『 

誘
わ
れ
て
ホ
イ
ホ
イ
行
け
る

�

身
に
感
謝 

』

倉
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
尾
崎
老
人
ク
ラ
ブ

�

後
藤
　
嘉
一
　
80
歳

　

年
齢
に
は
無
頓
着
だ
が
、
80
歳

の
大
台
に
乗
っ
た
よ
う
だ
。
若
い

頃
か
ら
油
画
、
短
歌
、
盆
栽
な
ど
、

趣
味
を
楽
し
ん
で
来
た
。
朝
、
読

経
を
す
る
の
が
一
日
の
始
ま
り

で
、
２
匹
の
犬
の
散
歩
や
、
猫
の

世
話
、
炊
事
洗
濯
が
終
わ
る
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
の
仕
事
に
と

り
か
か
る
の
が
日
課
。八
十
寿（
さ

ん
じ
ゅ
）
は
燦
寿
（
さ
ん
じ
ゃ
）

と
割
り
切
っ
て
、
燦
き
（
か
が
や

き
）
な
が
ら
、
こ
の
世
の
終
わ
り

を
迎
え
た
い
。
旅
立
っ
た
妻
に
、

笑
顔
で
迎
え
て
貰
う
た
め
に
も
。

十
四
の
宝

私 

と 

食

川
柳
と
私

八
十
寿
は
燦
寿

 　

き
ら
め
き
な
が
ら

－

チ
ャ
レ
ン
ジ

－

  

８
月
18
日

　
 

御
年
85
歳
の
挑
戦

会員の

声

2012年（平成 24 年）8月16日　�



  

短 

歌

	

あ
か
あ
か
と
野
山
を
染
め
る
夕
焼
け
も
昨
日
に
つ
づ
く
も
の
と
思
ひ
つ

	

菜
の
花
が
ま
だ
咲
い
て
ゐ
る
と
血
吸
川
阿
曽
の
わ
た
り
の
暮
れ
方
を
行
く

	

梟
の
鳴
く
声
か
す
る
と
聞
き
耳
を
立
て
て
ゐ
る
の
も
し
ば
ら
く
の
こ
と

	
 

人
の
来
る
跫
の
音
か
と
聞
き
ゐ
し
は
雁
木
を
洗
ふ
川
波
の
音

	

風
が
吹
く
吉
備
津
の
森
の
青
葉
を
揉
み
て
暗
く
な
り
つ
つ
な
ほ
吹
き
や
ま
ぬ

	

吉
備
津
の
森
の
上
の
空
な
る
宵
の
月
雲
を
霞
と
逃
げ
て
行
く
な
り

�

龍
短
歌
会
（
小
見
山 

輝
）

世
代
は
継
が
れ
て
命
を
抱
く�

岡
山
県
詩
人
協
会
（
吉
田　

博
子
）

樹
は　

た
お
す　

と
は
言
わ
な
い
ん
だ

寝
か
す
、
と
い
う
ん
だ
よ

古
い
大
き
な
樹
を
寝
か
せ
た
ら

そ
の
朽
ち
木
か
ら

み
ど
り
の
小
さ
な
芽
が
顔
を
出
す
ん
だ
よ

日
本
と
い
う
大
き
な
大
き
な
太
陽
に
照
ら
さ
れ

み
ど
り
の
赤
ち
ゃ
ん
木
は
育
っ
て
ゆ
く
ん
だ
よ

そ
れ
が
世
代
を
継
い
で
ゆ
く
こ
と
な
ん
だ
よ

た
く
さ
ん
勉
強
し
て

苦
労
し
て
生
き
て
家
族
を
つ
く
っ
て

い
つ
か
大
樹
は
寝
か
す
ん
だ
よ

き
っ
と
神
様
み
た
い
な
存
在
な
ん
だ
ろ
う
ね

自
分
自
身
の
命
を
栄
養
に
し
て

新
し
い
世
代
が
伸
び
て
ゆ
く
ん
だ
ろ
う

き
っ
と
き
っ
と
命
は
大
切
に
さ
れ
る
ん
だ
よ

一
つ
一
つ
の
命
は
ど
ん
な
命
で
も
大
切
な
ん
だ

命
は
抱
か
れ
る
ん
だ
よ

も
と
も
と
母は
は
樹ぎ

か
ら
栄
養
を
い
た
だ
い
て

大
切
に
守
ら
れ
る
ん
だ
よ

だ
か
ら
命
は
抱
き
し
め
ら
れ
て
い
る

母
樹
は
い
つ
か
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
に
つ
く
ん
だ
ね

神の奇跡� 岡山県エッセイストクラブ（平野 史子）

　午前４時。バイクの音がし、わが家の郵便受けがコトンとかす
かな音をたてる。間もなく玄関の表戸がガラガラと開き、郵便受
けの音がガチャンと大きく響く。
　今は亡き夫の両親は朝刊を心待ちにし、義父はすぐさま取りに
行っていた。私はたまに目覚め、その音を聞くともう一眠りした。
　義父は律儀な人でいつも「おくやみ」欄に目を通し「○○さんが
亡くなった。香典を送らんといけん」と気を配っていた。
　二人とも90歳まではとても元気だった。「この歳で二人そろっ
ているのは珍しんぞ」と義父は晩酌を傾けながらうれしそうに自
慢していた。ところが、義母が先に体調を崩して入院し、どんど
ん悪くなっていった。痛みを伴う肝臓がんであった。
　私は当時、勤めをしていて昼間は義父が家に一人となった。そも
そも酒好きだった義父は寂しさも手伝って昼間も飲むようになっ
た。ある日帰ると、酩酊し、庭で植木鉢につまずき転んでいた。
　幸い骨折もなく無事であったが、それからはデイサービスへ行っ
てもらうことにした。義父は嫌がったが、ケアマネージャーへ事
情を説明し何とか連れ出してもらった。
　義父は元教師で習字も得意だった。スタッフの方の気配りで封

筒の宛名書きなどを喜んでしていたようだ。
　しかし皮膚病が悪化し、入院せざるを得なくなった。両親は
別々の病院であった。
　そんな時に義母が亡くなった。親戚中で義父に知らせるべきか
話し合った末、配慮から知らせないことになった。
　葬儀はわが家で執り行った。家中がパニック状態だったが私は
万一を考えて、義父の礼服を用意しておいた。
　告別式の朝、義父の病院から電話があった。「妻の告別式に
出たいと言われていますが…」。やはり新聞の「おくやみ」欄だと、
私は直感した。
　すぐ迎えに行き、式に間に合った。娘たちは「おばあちゃんが
呼んだんだ！」と感動した。
　式の間、感情を出さずに静かに座っている義父の姿に家族一
同、胸のつかえがとれ、「よかった」と心底から安堵したものだ。
　習慣になっていた新聞の「おくやみ」欄で妻の旅立ちを知った
義父。
　それを知っているのは嫁の私だけ。
　家族は神から賜った奇跡だと信じている。

お問い合せ
◆岡山県エッセイストクラブ　岡山市北区下伊福西町5-13 柳生尚志方　TEL : 086-255-2520  FAX : 086-251-0962
◆龍短歌会　岡山市北区本町 10-22 本町ビル 606　TEL : 086-226-4262  FAX : 086-226-4263
◆岡山県詩人協会　倉敷市福田町福田 1897 中桐美和子方　TEL : 086-455-6632

えっ
せい

詩詩

各会に興味のある方は各連絡先までお問い合せください。

吉
備
津
の
森

�　2012年（平成 24 年）8月16日

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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　本号から新たに単位クラブや個人の
方々からお寄せいただいた身近な情報
「会員の声」を掲載するページを設けまし
た。会員の皆様に楽しく読んでいただけ
るような内容にしたいと思います。
  また、県老連は４月１日に公益財団法
人として新たにスタートを切りました。
　今後は山紫水明を通してできるだけ
幅広い情報を皆様に提供したいと考え
ております。
  これからも皆様からの寄稿文をお待ち
しております。

編 集 後 記

岡 山 県

■会 員 数

　　　167,960 人
■クラブ数

　　　2,877 クラブ

（平成24年3月末現在）

老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブ
です。市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生
かし、地域社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合う
ことを目的として運営されています。

老人クラブとは

　現在720万人の会員を擁する「財団法人全国老人クラブ連合会」が
平成24年に創立50周年を迎えるにあたり、「創立50周年記念会員章」
が作成されました。
　会員章を胸に、仲間の絆を深め、活動の輪を広げていきましょう。 普段ご利用の店舗（広告主）を

ぜひご紹介ください！
ー 販売期間【期間限定】ー

平成23年～平成24年

ー 価　格 ー
タ ッ ク 式 1,000円
クリップ式 1,500円

お申込み・お問い合わせは、
お住まいの市町村老連または岡山県老連へ

全国老人クラブ連合会

創立50周年記念会員章のご案内

記念バッジ

原寸大イメージ
（直径19mm）

ウ
ズ
ラ
と
キ
ツ
ネ

⑦
和
気
町
の
民
話

ふ
る
さ
と
の

話
民

　

昔
、
ウ
ズ
ラ
の
鳥
と
キ
ツ
ネ
が
出
会
っ
て
話
し
て
い
る
と
、
向
こ

う
の
小
道
を
、
二
人
の
男
の
子
が
歩
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ウ
ズ

ラ
が
、

「
キ
ツ
ネ
さ
ん
、
あ
そ
こ
を
二
人
の
子
ど
も
が
仲
良
さ
そ
う
に
歩
い

て
い
る
が
、
あ
の
二
人
を
け
ん
か
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
キ
ツ

ネ
さ
ん
は
、
人
を
だ
ま
す
こ
と
が
上
手
だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
朝

飯
前
じ
ゃ
ろ
う
」

「
わ
し
は
、
な
ん
ぼ
う
化
け
る
の
が
上
手
で
も
、
す
ぐ
に
二
人
を
け

ん
か
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
き
ん
。
ウ
ズ
ラ
さ
ん
こ
そ
で
き
る
か
」

「
ぼ
く
は
、
す
ぐ
に
で
き
る
ぞ
」

「
そ
う
か
、
す
ぐ
に
で
き
る
の
か
」

「
な
ん
な
ら
、
二
人
を
け
ん
か
さ
せ
て
み
よ
う
か
」

　

そ
う
言
っ
た
か
と
思
う
と
、
ウ
ズ
ラ
が
パ
タ
パ
タ
ッ
と
飛
ん
で
、

前
を
歩
い
て
い
る
男
の
子
の
頭
の
上
に
と
ま
っ
た
と
。
う
し
ろ
を
歩

い
て
い
た
男
の
子
が
、
ウ
ズ
ラ
を
取
っ
て
や
ろ
う
と
、
力
い
っ
ぱ
い

ウ
ズ
ラ
を
た
た
い
た
。
そ
の
と
き
、
ウ
ズ
ラ
は
、
飛
ん
で
逃
げ
た
の

じ
ゃ
。
前
の
男
の
子
は
頭
を
、
バ
チ
ン
と
た
た
か
れ
た
。

「
痛
い
。
何
を
す
る
ん
な
ら
、
わ
し
の
頭
を
た
た
い
て
」

「
い
や
、
ウ
ズ
ラ
が
と
ま
っ
た
の
で
、
取
ろ
う
と
思
う
て
た
た
い
た

ん
じ
ゃ
」

「
な
ん
で
ウ
ズ
ラ
な
ん
か
と
ま
ろ
う
に
い
。
え
え
加
減
な
こ
と
を
言

う
な
」

　

二
人
は
、
取
っ
組
み
合
い
の
け
ん
か
を
始
め
た
と
。

　

キ
ツ
ネ
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
き
た
ウ
ズ
ラ
が
、

「
見
た
か
な
。
け
ん
か
を
し
た
ろ
う
が
な
。
け
ん
か
を
さ
せ
る
こ
と

な
ど
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
」

と
、
自
慢
気
に
言
う
と
、
キ
ツ
ネ
が
怒
っ
た
。

「
お
前
は
、
ば
か
な
こ
と
を
す
る
も
ん
じ
ゃ
。
仲
の
良
い
二
人
を
け

ん
か
さ
せ
て
し
も
う
て
。
も
う
許
せ
ん
。
お
前
を
食
う
ち
ゃ
る
」

　

キ
ツ
ネ
は
、
ウ
ズ
ラ
を
が
ぶ
っ
と
く
わ
え
た
。
ウ
ズ
ラ
は
逃
げ
よ

う
と
し
て
も
逃
げ
ら
れ
な
い
の
で
、

「
キ
ツ
ネ
さ
ん
、
ぼ
く
が
悪
か
っ
た
。
食
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。
だ

が
、
食
わ
れ
る
前
に
一
つ
お
願
い
が
あ
る
。
ぼ
く
の
名
前
を
『
ウ
ズ

ラ
や
ー
』
と
叫
ん
で
か
ら
食
う
て
く
れ
」

と
言
っ
た
の
じ
ゃ
。
キ
ツ
ネ
が
、

「
ウ
ズ
ラ
や
ー
」

と
叫
ん
だ
と
こ
ろ
、
口
が
開
い
て
、
ウ
ズ
ラ
は
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、
笑
い
声
を
残
し
て
逃
げ
て
い
っ
た
と
。

　

小
さ
な
ウ
ズ
ラ
で
も
、
ば
か
に
は
で
き
ん
。
そ
ん
な
話
。

�

（
民
話
研
究
家
　
立
石 

憲
利
）

和気町  藤公園
写真提供：岡山県観光連盟

詳しくは単位クラブ配布の
チラシをご覧ください。

契約達成時
奨励金実施中！
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